
東 南 ア ジ ア 研 究

戦い,遂に全員戦死 したという歴史ののこる

カイ ･バングラチャンの古戦場を訪ねた｡こ

こは現在ボーイスカウトの訓練キャンプにな

っている｡この戦跡を永遠に記念するため,

現在勇敢な民兵たちの碑を建設する準備が進

められている｡

23日の夜 8時からほ,県視学官のタワン･

タクンシー氏による ｢チャイナー トの民俗芸

能｣という講演を聴いた｡タワン氏は現在チ

ャイナ- トに伝承されている芸能を (1)民謡,

(2)遊戯,(3)なぞなぞの3種に分類 し,これ

らがシンブリー,アントン,ウタイタ-ニー,

ロッブリ-,アユタヤ,スパ ンブリ等 と共通

している点を指摘した｡中学校高学年の生徒

による実演を交えながらの巧みな解説に夜の

ふけるのを忘れる思いがしたものである｡

2月24日 (金), セ ミナー最終 日は会場も

県庁会議 室 に移 し, 閉会 式 にふさわしい

formalな雰囲気がただよう｡ 10時15分チャ

イナー ト県知事の ｢今 日のチャイナー ト｣と

題する特別講演,これに続いてタニット･ユ

ーポー芸術局長の閉会の挨拶をもって, 5日

間にわたる ｢サマナ- ･ボ-ランナカディ｣

は無事終了した｡

お わ り に

今回のセ ミナーは純然たる国内セ ミナーで

あったので国外からの参加者はな く,外国人

は私のほか Siam Societyの Mr.JJBoeles,

タイ美術史研究家の Mr.A.B.Griswold,医

科大学の VictorKennedy講師らが討論に加

わったにとどまった｡ しかしタイ人の参加者

は多彩な顔ぶれで上にあげた学者の外,チュ

ラロンコン大学,芸術大学,チェンマイ大学

の関係者,芸術局専門家の大半が全国から集

められており,タイ国の ｢ボーランナカディ｣

の現状を知る上に大いに有益であった｡わた

くしのセ ミナー参加についてお世話下さった

芸術局のソンボンダ ･シーサムラン氏,国立

図書館のメンマ～ ト･チャワリット女史に厚

くお礼申しあげる次第である｡
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イ ン ドネ シ ア に 学 ん で

崎 山 理

Ⅰ シスワ ･ロカンタラ財団

東南アジアにおいて今 もなお最 も目まぐる

しい動きを続けるインネ ドンアに私が滞在 し

たのほ,1964年 9月から1966年10月までの約

2カ年である｡この間に私はマレイシア対決,

国連脱退, 9月30日運動,平価切下げ等の矢

つぎ早に起 こる政治的事件を身をもって経験

し,また,それによる影響が私の滞在目的に

も及んでその目的の変更を余儀なくされる場

合 も起 こったのである｡私の渡航はインドネ

シアにおける唯一の組織的な外国人学生招聴

機関,シスワ ･ロカンタラ財団の選考に合格

して許可が与えられたものであるが,この財

団の存在については日本であまり知る人 もな

く,まず簡単にその紹介をしておく｡ただし,

断わっておかねばならないのはインドネシア

には ｢××財団｣という少人数で運営されて

いる財団が数多 くあって,財団という名称か

ら決して欧米の,またわが国のそれを想像し

てほならないのである｡組織は援助資金財団

(全インドネシア向けの宝 くじを販売 し,そ

の収益は社会建設にまわす｡総裁はスカルノ

大統領)の傘下にあって,資金源としての月

月の予算は全 くこの援助資金財団に慮ってい

る｡このシスワ ･ロカンタラ財団の目的とす
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るところは友好国の学士級以上の志糖者に対

して,社会科学,文化,言語,身体障害者 リ

ハビリテーションの4部門において与えられ

る｡原則として期問は 1カ年であり, 1カ年

経過 しても研究者の事情によって延長可能で

ある｡ 私の滞在｢巨 ジョグジャカルタ近郊の

農村に住みついてフィール ドを行なっていた

スエーデン王llr_博物館からの文化人類学専攻

学生は 3年半の長期にわたっていたし,また,

タイからの留学生はインドネシア大学法学部

の正規の課程を終えるため4カ年の許可が与

えられていた｡留学生には研究方法上で特に

制限はな く,大学で聴講生となってもよいし,

また,フィール ドを行ないたい場合それも事

情を酌量して許され,財団が各地でのあっ施

の労を取って くれる.年ごとの採用数 も一一定

しているわけではな く,アパー トの収容力に

も限度があるのでアパ- 卜がふさがっている

限り採れない ということになる｡ ちなみに

1957年から1960年までわずか11名 (このうち

で英国人が 5名を占めるが,1963年9月の英

国との国交険悪化以来,英国人の採用は中止

された)を受けいれているにすぎない｡私の

滞在中,出入 した学生はアメリカ2,オ-ス

トラリア2,スエーデン1,アルゼンチン1,

タイ 1,日本 1であった｡留学牡の条件とし

て英語の十分な能力を持つことが必須とされ

るが,インドネシア語の知識は別に要求され

ているわけではない ｡ インドネシア語の習得

のために到着後,財団がインドネシア大学留

学生別科-その学生を送り込むか,またはア

パ ー トで行なわれる週 3日のインドネシア語

講習会にと_Li席させられる｡私が到着した時,

後に初等文化教育副大臣になったモハメッド

･サイ ド氏が授業に当たっていた｡学生の能

力にもよるがだいたい3カ月はこの講習を受

けな くては外-出してもらえない｡また,3

カ月ごとに研究経週報'告-を,そして帰国前に

最終報告を捉出しなければならない｡留学生

には住信 (3食,洗濯, 掃除付き) の保証

があるほか,審査された上で必要な図書購入

質,医療費,財団の承認を得て国内を旅行す

る場合その交通費を支払って くれる｡そのほ

かに月々小遣いが支給される｡ これは全 くわ

ずかであって斬りとはならない｡インドネシ

アのインフレーションは私の滞在 した約 2カ

年の問にアメリカ ドルに対しルピアの絶対数

がちょうど百倍になったが,このような経済

状態の中 にあって,例えば財団の職員の平均

給料は闇相場で換算するならば月10ドルを上

らず(コメは別 に支給される),これを生活門

のすべてにあてているのである｡だからイン

ドネシアの給料牲活者でアルバイトをしてい

ないものはない｡ (ただしこの数字を見てそ

の生活を悲惨 というのは当たらないかもしれ

ない｡ぜい沢品を別にして,それなりの欲望

を満たして くれる商品が悪 くともべらぼうに

安 く売られているからである｡) これから見

て小遣いの額が想像されるであろう｡ しかし

インドネシア人側からすれ ば妥当な線なので

ある｡ただし必要な資料を十分に集めたり,

国内の旅行のためにはどうしても自費は用意

していなければならない｡

財団の規定 している諸規則もいったん入団

してしまうと,非常にゆるみがあることが分

かったが,それは財団の規模の小ささにもよ

る｡この小ささが,ある場合には家庭的 とい

う点で便利になり,また,かえって不便にな

ることもある｡財団の人事は長のアンワ～ル

･チ ョクロア ミノト氏 (インドネシア回教連

盟党覚主), 副長,会計書記のアリスムナン

ダール氏,その他顧問として4名のメンバー

(その中の 1人はインドネシア大学攻二学部教

授スチプ ト･ウイル ヨスパル ト博士)および

3名の事務員から構成され,月に 1度定期会

議が開かれるほかは,学tl:合 の采配はほとん

どアリスムナンダ-ル氏によって振るわれ,

また,アパー ト (ジャカルタ郊外oj閑静な住
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宅地新クバヨラン地区にあり,6名収容でき

る｡ 1人 1室のモダンな建物での住み心地は

悪 くない)に隣接して氏の住居があるため,

氏および家族との接触具合が学生にとって重

要になる｡

ジャカルタから離れて地方で生活したい場

合も上記の会議で決定が下されるが,許可さ

れると,地方の希望地での民家を下宿として

あっ施してくれ,また,すべての必要な生活

費は負担してもらえる｡しかし外領に出るこ

とはほとんど不可能でジャワ島内に限られそ

れも大都市でないと難しい｡というのも国内

の トランスポーテーション,通信の悪さに,

一応身元責任者である財団側が心配してのこ

とであり,また,地方においてインドネシア

人と外国人との問の トラブルを極度に警戒し

ているからであった｡なお,当然のことであ

るが,インドネシア語の能力不足の場合,絶

対に出してはもらえない｡私は幸いに中部ジ

ャワのジョグジャカルタでの生活を許可され

たけれども,折しも国内の政情が騒然として

きて,私の滞在中は私がその最後の許可され

た者となった｡

Ⅲ 渡航日的一地方語習得,文献調査

私の渡航目的はインドネシア語のより深い

研究のほか,インドネシアの地方語の現状を

調査,習得することであった｡また,未調査

の地方語も数多 くありオランダ人によって比

較的多 くの業績が残されたのはスマ トラ,カ

リマンタン,ジャワ島,バ リ島に限られ,セ

レベス,モルッカス諸島にいたってはほとん

どまだ手がつけられていない｡しかしこの地

域に行なわれる言語はインドネシア語派とメ

ラネシア語派との中間に位置しているところ

から,この両語派が同じくオース トロネシア

語族に分類されているとはいえ,その形態論

的な相異が発生的系統的関係を明らかにする

ために飛躍がありすぎるのを何とかうまく繋
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ぐような特徴を持った言語の存在を仮定させ

るのである｡ジャワ島内部にも未調査の西部

ジャワ南バンテンの山中深 くに住むバ ドウイ

人 (人口約 2千といわれ,非常に排他的)が

居るし,東部ジャワでもプロモ山麓にバ ドウ

イ人に比べればその未開性は減るテンゲル人

(人口約 3万,オランダ時代からその高地を

利用して都市用の野菜栽培を行なっている)

がおり,いずれもイスラム教進入後山中-逃

げたジャワ人の一部であるといわれ,原始ヒ

ンズー教とアニミズムの混成宗教を持つらし

い｡彼らの言語は古代ジャワ語の特徴を保ち,

伝えているかもしれず,その点でもぜひとも

できれば調査を行ないたい言語であった｡

しかし渡航 してみて初めて財団という枠の

中にいながらそういう調査を行なうことの難

しさを知り,またそういう準備のための十分

な期間がジャカルタや現地において必要なた

め,私の最初の滞在期間は 1カ年 しか与えら

れていなかったから,より効果的に研究の進

められるジャワ語-とその方向を定めたので

ある｡

ジャワ語についてわが国ではほとんど問題

にされず,また,研究書とてほとんどないと

いうのが現状であるが,インドネシア人社会

におけるジャワ人の優勢はその言語にも及び,

ジャワ人以外でもジャワ語を習得 しようとす

る傾向が見られたし,また,中 ･東部ジャワ

ではジャワ語の出版物 (雑誌,単行本)が相

当量に上る｡小 ･中学枚でも正科としてジャ

ワ語が教えられており (ただし,バ リ島では

バ リ語,マ ドゥラ島ではマ ドゥラ語,西部ジ

ャワではスンダ語がそれぞれ教えられている｡

しかし外領ではインドネシア語のみで,地方

語を教科に取入れていない｡もっとも地方語

教授の必要性は初等文化教育省の学習指導要

綱に示されてあり,高等学校の文化コースで

は2･3年に対 して週 2時間の地方語の授業

が選択科目としては入っている),また,ジャ
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崎山 :イン ドネシアに学 /L/Ll,-

ワU'LIz7--の持つ表現法,語集の_豊JfiJ,-さが どん どん

とイ ン ドネシア言吾に取 り込 まれてい くレ),をU

c/)＼r'1たりに したのであ る (私oj滞在申にも,

plin-plan 二Fl相見主義者_:ン,antek-r手尤 一

等がイ ン ドネシア語U)申に加わった)C 私は

イン ドネシア大学文学部イ ン ドネシア文学科

に聴講/iと して席をIF17lTl_いていたが,同時に文

J､告邦の理事の 1人か ら財団 cJ)lEl'話によって ジ
ャワ語の偶人教授を受 けた｡ もちろん,文ノγ

E:,;-βの小に地方文学科がありジャワ文学専攻,

スンダ文ノ羊専攻C/)コースがあるけれども,能

ジャワ譜と並行 して 古代ジャワ譜 (カウイ語

)の研 究を も進 めていった｡ カウイ譜はイ ン

ドネシア全土 においてち .,Ltうどわが国の古文

U)ような意味で教えられ,高等学校の文化 コ

-スでは必狼科 目である｡ カウイJ,I.TJ-はそ0)大

きな文J､打†く｣裏付けとともにイ ン ドネシア人uj

精神的障とな っており,そC/)文 J､JとcJ〕翻案 さ/7L

た ワヤ ン (影絵芝居)はほと/i/ど全イン ドネ

シア人 に晴好 されているにもかかわ らず,わ

が国ではまだその研究 にまでいたっていない｡

仏はさらにジャワ語,カウイ喜LiL-oj研究を継続

す るために中 部 ジャワC))ジ ョグジャカルタで

C/)滞在が許可 され, ガジャマグ大学に席を移

したO財団が もう1年の延長を認めて くれた

のは ､臣 ､であった｡悼物餅, 図 苦館,入学-

通 うための交通の俵の悪さおよび牛後 1時ま

で しか開館 しないとい う時 Ft射1眉り約か ら,効

果が思 うよ うに上 が らず多少 あせ りがあった

か らである｡また,ち七うど 1年 たった頃,

共)童党の勢力の増大に伴う9月30日運動が起

こり, 各地か らのニ ュースは情勢の悪化,を告

げるものばか りとな り,完全にジャカル タに

足l｢二めされ る状態 とな って しまった｡ しか し

後にジ ョブジャカル タ-行ってみて,町は平
静その ものであり,そのようなニ ュースがい
かに針小棒大に伝え られたかを知 って, コ ミ

ュニケー ションの悪 さの犠牲にな った ことに

苦笑 した次第である｡

さて,地方 語oj言譜 調査C/)ほ うも故栗 して

しまったわけではない｡ しか し財団か らはジ

ャワ鳥以外oj夕沌 1-.-それ も長期にわた って滞

在す ることを許 されず,結局,1964年土用 ､ら

地域 日本人遺骨収某団か ら通訳を依頼 された

頂を利用 して (もちろん, この日射ま財団の貢
任か ら離れてとい う意味である),セ レベス吊

北部のメナ ドで トンセア言,lr;I,また,モ ロタイ
鳥 (モル ッカス諸鳥o)iLHヒ端 ,また,イ ン ド

ネシア祖oj最束北端U_)局)でサ ンギル語を調

査す ることがで きた｡ この鳥はメラネシア語

域に位lTLTt7-.す るパ ラオ鳥に最も近い ことからそ

の言;Ju17-には大いに期待を抱 いたが, この鳥は

オランダ時代まで無人鳥であった こと,後に

ア ンボ ン吊,西向かいC/)-ルマ- ラ鳥,西北

のサ ンギル ･タラウ ド鳥か らの移民が行なわ

れ , 人 llt7i約 2万 とい うことで,結局,調べ

得たサ ンギル語か らは先 に述べたよ うな手懸

りを得 ることはで きなかった｡サ ンギル語は

その特徴を もって してはやはりイ ン ドネシア

B,JH風 こ属す るとしかいえない.

次に,文献の調査のためにはジャカルタで

悠旧バタビア†桐勿舘,国民博物館にオ ランダ

時代に出版 された告物はほとん ど備え られて

あり (もっとも前者は整理 中で後者 に統 一 コ

せ るとい う),約70万冊とい う｡ジ ョグジャカ

ル タではソノブ ドヨl朋 勿館でやはりたいてい

ujものは捜 し出す ことがで きた｡ただ し複写

設備はないか ら,その準備を していなか った

私は後悔した｡また,._早 日吉に闇 しては東南

アジアでは最 もそuj数が多いよ うに思われ,

時に,貴 重な告物に巡 り合わす こともあった｡

しか しまだまだ価値ある書物 も残 っているよ

うで,アメ リカか ら国会図書 館の係 Fu)叫上地

に滞在 してそれ らの書物を買い某めているC/)

:i:興味を○いた｡ この)封 1が国で も考 え られ

るべ きではたいかoいま,脹 ノゝ)ておかないと
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百年の悔を残すことになるかもしれない｡私

の場合は,日本ではジャワ語,カウイ語の文

献的知識すら十分に得 られず,現地について

から目録作りを行なうようなことになったが

(もっとも最近,オランダ国立言語地理民族

学協会の BibliographicalSeriesN0.7にジ

ヤワ譜,マ ドゥラ語の文献解説集が出た),特

に人文科学系の専f判こよっては文献を現地で

初めて見なければならない場合も多い｡また,

オランダ語の知識が必要なことはいうまでも

ない｡

m 学 術 団 休

最後にインドネシアの学術団体について簡

単に述べておく｡ちょうどわが国の学術会議

に相当するものとして,インドネシア学術会

読 (通称 M.Ⅰ.P.Ⅰ.)があり,これは1956年 3月

に創立し,工学 ･数学 ･自然科学,生物学,

医学,文化,法律 ･社会 ･政治 ･経済の 5部

門に分けて,諸学の高揚のほか政府に対 し学

問的立場からの助言を行なうという主 旨のも

とに,第 1回の1957年 1月のバンドン大会で

は国家経済を高めさせる5カ年計画を打出し

たが,その後この計画も立消えとなってしま

ったらしいo しかし定期刊行物として続けて

出されているものに BeritaM.(.P.I.(季刊,

1957年～ ｡ M.Ⅰ.P.Ⅰ.ニュース.国内,国外の

学術的動向を掲載), (ndonesian Abstract

(季刊,1959年～｡前年のインドネシアで発

行された 各種学術雑誌から主要な論文の 紹

介),Bulletin(年刊,1959年～｡前年度発行

のインドネシアにおける全学術雑誌の論文の

分類別総目録｡その No.2〔1959年〕ではイン

ドネシアの全学術団体をバ ンドン,ボゴール,

ジャカルタ,ジョグジャカルタ,マカッサル,

メダン,スラバヤの各都市ごとに紹介 した特

集号),MedanIlmuPengetabuan(季刊,

1960年～1962年｡学術広場｡学術論文集)が

あり,現在の情勢を知る上に役立つ｡

インドネシアの学術団体の組織の組変えは
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極まりない｡それは省についてもいえること

だけれども,一見合理的に非常に細かく組織

化する一方,結局,計画倒れとなり,また,

次の組変えを行なうということがひんぽんに

行なわれている｡(もちろん,経済状態の不安

定さがその原因であることも考慮 しなければ

ならない｡) 例えば, 私に関係する言語文化

協会は1946年の言語文化調査協会がその源で

あり,1952年にそれは教育文化省文化課言語

局と合併 してインドネシア大学文学部附属言

語文化協会となり,1959年に再びインドネシ

ア大学から引離されて言語文学協会という名

称のもとに教育文化省の直轄下に置かれ,さ

らに初等文化教育省の直轄 に 移行された｡

1964年にこれが一般教育課インドネシア地方

語教育部と合併 し支部がジョグジャカルタ,

シンガラジャ,マカッサルに置かれたという

貝合である｡この言語文化協会の業務は,(1)

インドネシア語地方語文法の調査編成,(2)語

桑問題,(3)現代インドネシア文学の調査編成,

(4)古代文学の調査編成,(5)地方語文学の調査

編成とインドネシア語化およびインドネシア

文学の地方語化,(6)インドネシア語地方語辞

輿,百科辞典の編纂,(7)マイクロフィルムの

作成,となっているが,その成果としては,

ジョグジャカルタ支部で発行 した最もポピュ

ラーなカウイ文学 ｢アディパルワ｣の原文対

児インドシネア語訳 2巻,ワヤンの解説書若

千,また,ジャカルタではジャワ語,マ ドゥ

ラ語の教科書を発行 したにすぎない｡また,

計画によると地方語の中でアチエ,シマル ン

グン,バタック, ミナンカバウ語 (以上スマ

トラ),スンダ語,ジャワ語,バ リ語, (以下

セレベス島)ブキズ,マカッサル, トラジャ

語の調査の対象として選んでいるが,それが

実行されたことをまだ聞いていない｡

以上まとまりがな くて恐縮であるが,何か

インドネシアを理解する助けにでもなれば幸

いである｡
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